































































































































































































































James Mackenzie 賞）を 2008 年に受賞している。
　前節で触れたヘイの「ディマンド・サイド」と「サプライ・サイド」に関す
る議論を見る前に，ヘイの主張の要点や筆者が興味深いと感じた箇所について

















































































































































































































































































































　（ 1 ）　 政治行政への信頼の低下について，諸外国の状況や地方自治体の状況，または
司法部（最高裁）に対する信頼まで総合的に扱った研究として，日本政治学会
編『年報政治学 2010 －Ⅰ　政治行政への信頼と不信』木鐸社，2010 年が挙げ
られる。
　（ 2 ）　 アメリカの政府への信頼や不信を扱ったものに，ジョゼフ・ナイほか（嶋本恵
美訳）『なぜ政府は信頼されないのか』英治出版，2010 年や，堤未果『政府は
必ず嘘をつく―アメリカの「失われた 10 年」が私たちに警告すること―』角
川 SSC 新書，2012 年がある。
　（ 3 ）　 最近，政治過程論（特に計量政治学）を用いた政治経済学の研究が田中愛治や
河野勝らを中心に精力的に展開されている。





　（ 5 ）　 政治学（行政学）者によるゲーム理論を用いた官僚制研究に，曽我謙悟『ゲー
ムとしての官僚制』東京大学出版会，2005 年がある。そもそも選挙・投票行動





　（ 6 ）　 同種の問題意識を共有しているものとして，山口二郎『いまを生きるための政
治学』岩波書店，2013 年，pp.16-19，参照
　（ 7 ）　 ジェリー・ストーカー（山口二郎訳）『政治をあきらめない理由―民主主義で
世の中を変えるいくつかの方法―』岩波書店，2013 年，p. ⅷ
　（ 8 ）　同上，pp.10-11
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